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1. OSCE 関連 
 共用試験機構から出ているOSCE動画を学生が自分のPCで閲覧できるように当セン

ターの HP にアップした。2 月 20 日（土）の共用試験 OSCE の前日までに、のべ 398
回のアクセスがあった。OSCE の試験結果の向上につながったことを期待する。 

２．Mini FD 
      e-learning に関する mini FD の 4 回目は 2 月 24 日（月）17：00～18：00 に教育 1

号館 1611 教室にて開催した。4 回の参加者は合計 16 名であった。授業用サーバへの

教材アップロード、ミニテスト集計、レポート回収等に有用なので、すべての講座で

利用してもらいたい。アップロードの具体的な方策に関して当センターでお手伝いを

する予定。  
３．国家試験の解析 
   国試の自己採点結果を収集し、研究に資するよう倫理委員会の了承を得て本年度か

ら当センターで着手したが教務課で学生情報として収集することになった。郵送また

はメールでの収集から web 収集に代わること、および当センターで解析し、研究材料

となる可能性があるので倫理委員会へ改めて提出した。 
４．M6 総合試験の解析 
   試験問題作成者が予測した正答率と実際の正答率を比較検討した。おおむね良好な

相関関係が見られたが、詳細は M6 総合試験委員会に報告する。今後の問題作成の参

考とされることを希望する。 
５．医学教育研究センターの HP が移動になり、URL が csme.asuscomm.com より

csme.kurume-u.ac.jp に変更される。現コンテンツ（e-Learning、e-Portofolio など）は 
新規サーバの設定が終わり次第順次移動し、新年度には稼働可能予定。 

６．分野別認証評価への対応 
   これまでに評価を受けた大学の報告書を参考に当センターが着手すべき取り組みと

して以下のものを来年度の重点項目とする。教学 IR の規定作成、学生の意見を広く収

集するための HP 上のサイト作成、学生に相談されたことの記録、臨床実習での学生

の多面的評価方法の工夫と提案、卒業時の技能・態度の評価方法の提案、学外教員へ

の FD 参加依頼、教員のカリキュラムに対する意見収集、卒業生の活躍調査。 
７．医学科学生の学会発表支援 
  7 月 29 日（金）、30 日（土）開催の医学教育学会大会（大阪医科大学）で発表および



学生シムリンピック見学を希望する 4 人の学生へ資金援助をすることにした。 
８．学外活動 
  ・1 月 29 日付で神代が日本医学教育評価機構 JACME から広報委員を委嘱された。 
  ・2 月 12 日（金）に東京医科歯科大学で開催された分野別認証評価のシンポジウムに、

当センターの神代、安達が出席した。  
・2 月 22 日（月）に北川が東洋大学でのムードル関連研究会で「Moodle を使った TBL」

を発表した。                 
以上 


